
No.1326

2005.12.14
東京大学広報委員会

CONTENTS

農学部3号館前のクリスマスツリー（6ページに関連記事）

一般ニュース ……………………………………………… 4
東京大学教職員永年勤続者の表彰について、入試事務
室の設置、平成18年度大学入試センター試験の本学割
当数決まる

キャンパスニュース ……………………………………… 8
平成17年11月１日現在学生数

部局ニュース ……………………………………………… 10
東大シンポジウム　International Symposium on
Genome-Wide Epigenetics 2005が開催される、「三木
正司奨学基金」記念銘除幕式、動物慰霊祭開催される、
農学部3号館中庭完成！、21世紀COEプログラム「戦
略的基礎創薬科学」第3回国際シンポジウム「創薬科
学とケミカルバイオロジー」開催される、外国人留学
生見学旅行・日光バスツアーを実施、留学生のための
地震防災セミナー開講、『アフリカの骨、縄文の骨－遥
かラミダスを望む』展の内覧会・レセプション開催さ

れる
掲示板 ……………………………………………………… 15
平成18年度入試に伴う臨時措置（本郷キャンパス）に
ついて、平成18年度入試に伴う臨時措置（駒場関係）
について、年末年始の体育施設の受付業務、広報セン
ター年末年始休館日のお知らせ、平成18年度東京大学
基金による長期派遣経費助成の募集について、「教養学
部報」第488(12月7日)号の発行、生産技術研究所にお
ける学術講演会「科学技術が創る未来社会」の開催、
生産技術研究所「産学連携フォーラム2006」開催、
『アフリカの骨、縄文の骨－遥かラミダスを望む』展の
お知らせ、データベース定期講習会のお知らせ

事務連絡 人事異動（教員） …………………………… 23
EVENT INFO …………………………………………… 23
淡青評論　Scheinのよしあし…………………………… 24
コラム
弥生キャンパス　クリスマスツリー2005 …………… 6
調達本部です　第１回 ………………………………… 6
Flags運動紹介No.5 ……………………………………… 7
史料編纂所技術部（史料保存技術室）の業務紹介 … 14
コミュニケーションセンターだよりNo.9…………… 22
ボランティアによる三四郎池環境整備を実施 ……… 22

特別記事

第4回ホームカミングデイ、開催！……………… 2



2 No.1326   2005. 12. 14



3No.1326   2005. 12. 14



4 No.1326   2005. 12. 14

人事部

東京大学教職員永年勤続者の表彰について

今年度の東京大学教職員永年勤続者表彰式が、11月22

日（火）午前10時から本部棟12階大会議室において、総
長、濱田理事、上杉理事、関係部局長及び関係事務（部）
長等の列席のもと行われた。

被表彰者124名には表彰状の授与されるとともに記念
品が贈呈され（代表 海洋研究所事務部長 巻渕千恵さ
ん）、総長の挨拶のあと被表彰者を代表して、医科学研
究所総務課栄養管理室長 畠山高年さんより謝辞が述べ
られた。

なお、本年度表彰された方々は次のとおりである。

総務部 加　藤　貴　彦
松　下　冬　樹

人事部 大　木　義　之
小　寺　孝　幸
松　田　成　史
米　山　　　浩
若　林　美由紀

財務部 石　津　守　康
小　澤　敦　美

施設部 及　川　俊　哉
小　林　　　寛
小森谷　孝　夫
中　平　牧　也
渡　邉　仁　之

学生部 阿　部　良　一
岡　田　正　二
岡　本　勝　壽
佐　藤　弘　樹
須　藤　達　夫
佃　　　雅　之

研究協力部 安　部　秀　明
神　成　和　雄
佐久間　　　淳
高　野　　　稔

アイソトープ総合センター 佐　藤　信　吾
情報基盤センター 野　内　公　一

吉　野　明　美
大学院法学政治学研究科・法学部 大　槻　健　二
大学院医学系研究科・医学部 蔀　　　正　規

高　橋　　　隆
高　橋　利　枝
藤　本　帝　子
細　谷　孝　子

医学部附属病院 青　木　　　敦
赤　塚　健　一
大　江　美智子
大鹿糠　文　彦
菊　地　孝　子
木　村　里　子
熊　谷　綾　子
下　川　憲　子
白　木　　　尚
鈴　木　祐　美
相　馬　光　代
田部井　勝　行
豊　田　富士子

小宮山総長から表彰状及び記念品を受ける巻渕千恵さん

小宮山総長に謝辞を述べる畠山高年さん

挨拶をする小宮山総長
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長　島　洋　子
成　田　和　彦
根　本　浩　三
後　村　雅　代
橋　本　ユ　ミ
長谷井　百　合
増　田　知　子
森　山　　
山　本　千恵美
渡 将　敏

大学院工学系研究科・工学部 有　森　健　晴
市　毛　健　一
猪　塚　和　彦
榮　　　慎　也
佐々木　　　毅
蝿　野　　　明
二　石　利　子

大学院人文社会系研究科・文学部 金　木　　　茂
川　h 伸　一

大学院理学系研究科・理学部 大　塚　茂　己
河　島　淑　美
栗　栖　晋　二
櫻　井　敬　子
寺　田 雄

大学院農学生命科学研究科・農学部 大　星　美彩子
大　村　　　栄
岡　田 和
千　嶋　　　武
中　嶋　弘　光
根　上　昌　久
平　田　雅　和
村　岡　　　俊
村　川　功　雄

大学院総合文化研究科・教養学部 鳥　海　弥　和
松　井　由美子
山　下　英　明
Z 田　　　薫
吉　田　健　彦
米　山　永　子

大学院教育学研究科・教育学部 廣　井　直　美
細　　　健　夫
前　田　香　織
山　口　　　淳

大学院情報学環・学際情報学府 福　士　正　人
医科学研究所 石　塚　泰　史

井　下　富　夫
小　野　　　豊
金　田　伸　一

久保田　和　人
古宇田　　　稔
佐　納　悠　司
菅　原　英　子
田　川　優　子
畠　山　高　年

地震研究所 鈴　木　貴　博
高　島　悟　史
麦　谷　重　男
林　　　浩　彦

社会科学研究所 森　田　英　嗣
山　岸　智　幸
和　智　志　江

生産技術研究所 大　矢　俊　治
加　藤　洋　一
木　村　久　雄
後　藤　清　正
中　野　美由紀
野　沢　和　子
宗　像　光　博
渡 康　裕

史料編纂所 鎌　田　　　稔
海洋研究所 相　見　治　義

片　岡　一　夫
中　山　　　進
巻　渕　千　恵

物性研究所 澁　谷　　　孝
柏地区事務部 荻　野　と　み

押　木　久　雄
佐　藤　省　二

以上124名

学生部

入試事務室の設置

平成18年度入学試験に関する事務を処理するため、１
月１日（日）から３月31日（金）までの間、入試実施委
員会のもとに、入試事務室が設置されることとなった。
入試事務室は、入試課長を室長に室長補佐及び室員若

干名をもって構成される。
室員は、入試課職員のほか、総務部、人事部、財務部、

施設部、学生部、研究協力部等から派遣される事務職員
で、およそ３ヶ月にわたり、入学試験に関する業務にあ
たる。
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学生部

平成18年度大学入試センター試験の本学
割当数決まる

平成18年度大学入試センター試験の東京地区での割当
数が、74,175人に決まり、このうち本学が分担する志願
者数は10,675人に確定した。
なお、平成18年度は、都立高等学校１校・私立高等学

校４校の計５校を借用して実施することになった。各試
験場ごとの割当数及び担当学部は、次のとおりである。

試験場名
志願

担当学部
者数

法学部 985 法 学 部

東京大学
経済学部 625 経済学部

1
本郷試験場

工学部 993 工 学 部

その他 9 薬 学 部

小計 2,612

2 東京大学教養学部試験場 3,067 教養学部

3 都立白Ô高等学校試験場 720 教育学部

4 私立富士見丘高等学校試験場 1,120 医 学 部

5 私立海城高等学校試験場 1,081 文 学 部

6 私立東京女学館高等学校試験場 1,040 理 学 部

7 私立開成高等学校試験場 1,035 農 学 部

合　　　　　計 10,675

弥生キャンパス クリスマスツリー2005

毎年クリスマスが近づきますと、農学部３号館前
の銀杏の木を華麗にライトアップしていることは皆
様ご存じのことと思います。これは例年農学生命科
学研究科獣医学専攻の学生が中心となってライトの
飾り付けを行なっているものです。
今年も12月12日（月）に点灯式を行ない、クリス

マス気分をおおいにかもし出しております。１月６日
（金）まで点灯しておりますので、ぜひ一見あれ。

（大学院農学生命科学研究科・農学部事務部）
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大学院農学生命科学研究科・農学部

東大シンポジウム　Internat ional
Symposium on Genome-Wide
Epigenetics 2005が開催される

11月８日（火）～10日（木）の３日間にわたり、山上
会館大会議室において東大シンポジウム「International
Symposium on Genome-Wide Epigenetics 2005」が開
催された。Epigenetics（エピジェネティクス）は、
DNAのメチル化や、ヒストンのメチル化、アセチル化
などによるクロマチン構造の変化を介した遺伝子機能の
変化を研究する学問領域であり、いわゆる「ポストゲノ
ム時代」の生命科学研究において、重要な位置を占めて
いる。
同シンポジウムは桐野副学長による挨拶で幕を開け、

10名の外国人演者を含む29名の演者が、植物からヒトま
で、広い分野におけるエピジェネティクス研究の最先端
を紹介した。特に、DNAメチル化状況とヒストン修飾
に焦点をあてたDNAマイクロアレイ法をベースとした
ゲノム全域のエピジェネティクスでは、膨大な量のデー
タを処理するためバイオインフォーマティクスとの融合
が不可欠であることを印象づける発表が目立った。さら
に個々の研究グループが連携を取りつつ研究を遂行す
る、国際ネットワークあるいは国際コンソーシアムの設
立の必要性が提言された。会期を通じて学内外200名以
上の参加者が活発な討論を行い、最後に、参加研究者が
発信源となる「ヒトエピゲノムプロジェクトに向けての
宣言」が採択され、会は盛会のうちに閉幕した。
同シンポジウムのプログラム、および「宣言」は、下

記ホームページから入手可能である。
http://cb8.ar.a.u-tokyo.ac.jp/GWE2005/informationJ

.html

大学院農学生命科学研究科・農学部

「三木正司奨学基金」記念銘除幕式

11月９日（水）、農学部２号館において「三木正司奨
学基金」記念銘の除幕式が開催された。
三木正司奨学基金は、昭和58年３月に本学部農芸化学

科を卒業され平成２年11月９日に不慮の事故で亡くなら
れた三木正司氏のお母様から、息子と同じ道を歩む学生
のために役立てて欲しいと、3,000万円のご寄付をいた
だき平成７年に設立されたものである。本学部ではこの
ご厚意を「三木正司奨学基金」として平成７年から平成
17年まで11年間にわたり76名の在学生に奨学金を給与し
てきた。
このたび奨学基金の目的が達成されることに伴い、こ

の功績を永く伝えていくため三木米子様をお迎えして、
農学部２号館２階廊下に「三木正司奨学基金」記念の銘
板を設置し、最後の奨学金授与式とあわせて記念銘の除
幕式を開催した。三木米子様と會田研究科長により記念
銘の除幕が行われ、會田研究科長から記念銘の紹介があ
った。その後三木様より謝辞が述べられ、奨学生と一緒
に記念撮影を行い除幕式は終了した。

桐野副学長による挨拶

記念銘と共に

号数 原稿締切日 発行日 配布日
1327 １月４日（水）１月11日（水）１月17日（火）
1328 １月18日（水）１月25日（水）１月31日（火）
1329 ２月１日（水）２月８日（水）２月14日（火）
1330 ２月15日（水）２月22日（水）２月28日（火）
1331 ３月１日（水）３月８日（水）３月14日（火）
1332 ３月15日（水）３月22日（水）３月29日（水）
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大学院農学生命科学研究科・農学部

動物慰霊祭開催される

12月２日（金）11時から弥生キャンパス内動物慰霊碑
前で、平成17年度（第87回）動物慰霊祭が執り行われた。
農学生命科学研究科では数多くの動物が教育・研究に供
され、生命科学の発展に大きく寄与しており、これらの
動物の霊に思いをいたし250名を超える学生・教職員が
献花を行なった。

大学院農学生命科学研究科・農学部

農学部3号館中庭完成！

農学系事務職員が主体の園芸同好会「MIDORANGERS」
（ミドレンジャーズ）が昨年５月末から手がけていた農
学部３号館中庭の整備がほぼ完了し、11月17日（木）中
庭において竣工披露宴が開催された。
「MIDORANGERS」は、會田研究科長の「世界最高

水準の事務部を目指していただきたい」とのメッセージ
の影響を受け、環境整備を業者に委ねず、自らの力で構
内の環境を良くしたいとの思いから発足したグループで
「仕事はして当たり前、仕事以外に何をするか、何がで
きるか」の精神を基本コンセプトとしている。

グループは、先ずは実践可能なことから取り組み、荒
廃していた３号館中庭を開墾し、ウッドデッキのテラス
を設けるとともにレンガのアプローチや花壇を設けた。
また中庭だけでなく、農正門から３号館へ繋がるメイン
ストリートの整備も行った。

むろん活動はボランティアである。就業時間外それも
土曜日に活動することが多かったことから「土曜大工」
と称された。

ウッドデッキやレンガのアプローチの設計及び造作に
携わった人々は全員が素人である。しかし、素人集団の
作とは思えないほどの出来映えで各方面から絶賛されて
いる。これまで佐々木前総長を囲んで「きりたんぽの会」
や各研究科長の会である「火曜の会」などのほか結婚披
露宴など各種のイベント会場として利用されている。
今後、教職員及び学生の憩いの場として永く愛される

よう望んでやまない。

献花に先だち、挨拶をする小野憲一郎獣医学専攻長

會田研究科長が寄付された鯉のぼりがなびく
１年後の中庭（平成17年５月）

整備前の荒廃した中庭（平成16年５月）

キレイに整備された中庭（平成17年11月）
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大学院薬学系研究科・薬学部

21世紀COEプログラム「戦略的基礎創薬
科学」
第3回国際シンポジウム「創薬科学とケミ
カルバイオロジー」開催される

11月１日（火）、２日（水）の両日、薬学系総合研究
棟講堂において標記シンポジウムが大学院薬学系研究科
の主催により開催され、学内外から延べ約270人の参加
者があった。
平成14年度より展開している21世紀COEプログラム

「戦略的基礎創薬科学」における共同研究活動の成果を
中心に、２名の外国人研究者をゲストに迎えて、
Session１「Chemical biology of lipid mediators and
drug development」、Session２「新世代のケミカルバ
イオロジーと創薬」、Session３「Chemical biology of
γ-secretase and drug development for Alzheimer's
disease」、Session４「一酸化窒素のケミカルバイオロジ
ーと創薬」の講演が行われ、活発な議論が交わされた。
近年創薬科学の発達とともに、低分子化合物を生命科学
研究に応用する「ケミカルバイオロジー」の進展が著し
いが、薬学系研究科こそがこの両者の担い手たりうるこ
とが実感される研究集会であった。

情報理工学系研究科

外国人留学生見学旅行・日光バスツアーを
実施

11月13日（日）、14日（月）の両日、外国人留学生見
学旅行・日光バスツアーを実施した。参加者は留学生37

名、引率の教職員６名の合計43名。

８時45分に、本郷キャンパス列品館前から貸し切りバ
ス１台で日光へと出発した。教務委員長の嵯峨山教授か
らの挨拶の後、通訳ガイドの方から日光についての説明
があった。最初に着いたのが東大附属植物園分園「日光
植物園」だった。舘野助教授に植物園内を案内していた
だき散策した。まだ紅葉が残る園内では、大正天皇の詠
まれた漢詩のモニュメントの前で、中国の留学生が自国
語でその詩を詠むのを聞きながら、しばし時間を忘れて
ひと時を楽しんだ。
植物園を出て、車窓か

ら田母沢の御用邸を見な
がら日光東照宮へと向か
った。輪王寺前で集合写
真を撮り、五重塔へ進ん
だ。左手に三猿を見なが
ら進み、薬師堂の「鳴き龍」を体験して陽明門をくぐり
「眠り猫」を見た。その後、宿泊地である鬼怒川温泉へ
と向かった。宿に着き温泉を楽しんだ後、宴会形式の夕
食時には留学生が浴衣に着替え、和やかな雰囲気のもと
参加者相互の親睦を深めることができた。
翌日「日光江戸村」では、江戸時代へタイムスリップ

したかのような町並みを歩き、いろいろなアトラクショ
ンを堪能した。

その後、いろは坂を登り華厳の滝へ向かった。
エレベーターに乗り滝壺近くの観瀑台から観る滝の姿は
壮大だった。
その後車窓から中禅寺湖を眺めながら「いろは坂の下

りで、運転が一番難しい急なカーブは何番目か」という
バスのドライバーからのクイズの答えを皆で考えなが
ら、ドライビングテクニックに感嘆しつつ帰路についた。
大きな渋滞に見舞われることも無く、ほぼ予定時刻どお
り本郷キャンパスに到着。嵯峨山教授から「留学生たち
が互いに交流をもてて、とても良かった」という感想を
いただき、今回の外国人留学生見学旅行は、参加者全員
の協力のもと多くの思い出と共に、無事終了した。

講演されるマルセイユ地中海大・Kraus教授

輪王寺前での集合写真
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地震研究所

留学生のための地震防災セミナー開講

日本は世界でも有数の地震国であり、なかでも首都圏
は過去に繰返し大きな地震災害を経験してきました。今
後100～200年の間に大規模な被害をもたらす首都直下の
地震が発生することも心配され、政府も本年９月に首都
直下地震対策大綱を策定したところです。
一方、首都圏には多くの大学が集中し、本学をはじめ

としたこれらの大学には多数の海外からの留学生が学ん
でいます。しかしながら、小さな頃から日本で地震を体
験し地震防災に関する教育を受けてきた学生たちとは異
なり、留学生の方々は必ずしも母国で地震を経験してい
るわけではなく、また、大学・大学院においても地震や
地震防災についての知識を得る機会が決して多いとは言
えません。そこで地震研究所では留学生センターと協力
して、首都圏に学ぶ留学生を対象として、地震と地震防
災について学ぶ「留学生のための地震防災セミナー」を
実施しました。

セミナーは留学生の語学力を考慮し、英語コースと日
本語コースを設けました。10月22日（土）および29日
（土）には英語コースとして、壁谷澤寿海（地震研究所）、
今村文彦（東北大学）、木村宏恒（名古屋大学）、岡田義
光（防災科学技術研究所）の各講師が、11月12日（土）
および19日（土）には日本語コースとして山岡耕春、古
村孝志（地震研究所）、武村雅之（鹿島建設）、木村玲欧
（名古屋大学）の各講師が、地震や津波の発生の仕組み、
耐震設計・工法、地震時の備え、首都圏での地震の特徴
について講義を行い、併せて地震研究所の施設を見学し
ました。
このセミナーには本学だけでなく首都圏の他大学の留

学生の参加があり、４日間で延べ73名（英語コース53名、
日本語コース20名）が受講しました。受講生からは耐震
補強の工法の詳細についての専門的なことや、自分が現

在住んでいるアパートの強度についての心配といった身
近なことまで活発に質問があがりました。また、当初の
計画にはありませんでしたが、受講生の内の希望者８名
が11月26日（土）に東京消防庁本所都民防災教育センタ
ー（本所防災館）を訪問し、震動台で地震の揺れを体験
するなどして日本での日常的な防災対策についてより具
体的に学習しました。

地震国・日本では地震や地震防災に関する知識は、日
本で生活していく上で不可欠のもので、文化の一部と言
っても過言ではありません。留学生のみなさんには日本
語や日本の文化について学んでいただくのと同様に地震
や地震防災についても学んでいただきたいと考えていま
す。理想としては各大学の留学生担当部局でこのような
機会を設けていただきたいところですが、当面は地震研
究所がそのような学ぶ機会や情報を提供する役割を担っ
ていきたいと考えており、平成18年度にも同様のセミナ
ーを開講する予定です。
なお、このセミナーは科学技術振興調整費「スマトラ

型巨大地震・津波被害の軽減策」（代表：東京大学地震
研究所・加藤照之）により、東京大学留学生センターの
協力を得て実施しました。

総合研究博物館

『アフリカの骨、縄文の骨－遥かラミダス
を望む』展の内覧会・レセプション開催さ
れる

平成17年11月26日（土）から平成18年４月16日（日）
（予定）まで、総合研究博物館新館では開館10周年記念
特別展示『アフリカの骨、縄文の骨－遥かラミダスを望
む』展が開催されます。
オープニングに先立ち、11月25日（金）に当館で内覧

会・レセプションが開催され、山田理事、北村国立科学
博物館理事のほか、報道関係者など学内外から多数の出

ガイダンスを行う山岡耕春教授（地震研究所）

熱心に聴講する留学生（講師は今村文彦東北大学教授）
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席者がありました。また、本館の運営に長年にわたりご
協力頂いたボランティアの方々への感謝状の贈呈式も行
われ、盛況のうちに終了しました。
特別展示の詳細については、21ページのお知らせをご

覧下さい。

『縄文の骨、アフリカの骨－遥かラミダスを望む』展を担当した諏訪助教授

｢学内広報｣に学内の情報をお寄せください。
・文字数800字以内（写真がある場合は文字数を控え
めにしてください。）
・写真には、キャプション（説明文）を必ず添えてく
ださい。
・原稿は電子データで下記まで、メールまたは学内便
でお送りください。

送付先　東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393 内線：22031、82032

FAX：03-3816-3913
E-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

原稿の締切は各月第１・３水曜日、配付は翌々週の
火曜日です。ただし、該当日が祝日の場合を除きま
す。

平成17年度の学内広報の発行スケジュール
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/kouhou_j.html

史料編纂所技術部（史料保存技術室）の
業務紹介

史料編纂所１階展示ロビーでは、史料編纂所の歴
史と事業紹介を行う「歴史の編纂の歴史」、所蔵す
る名品を写真で紹介する「史料ギャラリー」｢新収
史料紹介｣、文化財の保存・修復・複製技術を紹介
する「史料保存技術室」の四テーマで常設展示を行
っています。このうち「史料保存技術室」について
紹介しましょう。

史料保存技術室の仕事は、史料原本への深い知識
を必要とする作業です。その基礎には伝統的な経験
の蓄積があります。それを象徴する史料保存技術室
の宝物は、大寒の時季に仕込む、腐りにくく扱いや
すい修復用の「和のり」でしょうか。

史料保存技術室は修復・影写・模写・写真の四室
にわかれています。修復・影写（文書の透き写
し）・模写（絵画模写）の三室は、伝統的な技術、
技巧により、長い時間をかけて原本の保存や複成の
作成に携わっています。史料編纂所の調査採訪活動
をささえている写真室は、大量の原本とそのデジタ
ル分析を行っています。前者は伝統的、後者は現代
的な技術です。技術職員は、専門的な技術と伝統を
ふまえ、芸術的な感性を磨きながら、史料保存技術
の発展に寄与するために努めています。
これらの各室を擁する史料編纂所技術部は、日本

で唯一の歴史学に関係する総合的技術組織です。
（史料編纂所事務部）
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掲 示 板

学生部

平成18年度入試に伴う臨時措置
（本郷キャンパス）について

Ⅰ　平成18年度大学入試センター試験及び第２次学力

試験（前期日程）の実施に伴う入構制限等の臨時措置

（本郷関係）について

平成18年度の大学入試センター試験（平成18年１月21

日（土）・22日（日））及び第２次学力試験前期日程
（平成18年２月25日（土）・26日（日）・27日（月））の
実施のため、次のとおり入構制限等の臨時措置をとるこ
ととする。ただし、２月27日（月）は、法文１・２号館
及び山上会館の建物について、入館制限等の臨時措置を
とることとする。
1．授業の休止

（1）大学入試センター試験

平成18年１月20日（金）‥‥試験場準備のため、
試験に使用する教室について、原則として午後の
授業は休止する。

（2）第2次学力試験（前期日程）

平成18年２月24日（金）‥‥試験場準備のため、
試験に使用する教室について、原則として午後の
授業は休止する。

2．試験場区域

試験場区域を次のとおり設定する。
（１）本郷区域（本郷地区から本部棟・附属病院・第二

食堂建物・環境安全研究センターを除く区域）
（２）農学部区域（弥生地区から地震研究所・農学部グ

ラウンド・野球場を除く区域）
（３）ただし、大学入試センター試験にあっては、「（１）

本郷区域」のみとし、（１）及び（２）の区域に通
じる陸橋は封鎖する。

3．入構制限等

（1）入構許可

試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究の
ために特に入構を必要とする本学学生･研究生」及
び「特に入構を許可された者」は入構できるが、
その他の者の試験場区域への入構は禁止する。
なお、入・出構の際は、警備担当者の指示に従

うこと。
また、試験場区域においては、試験の妨げにな

らないよう静粛にすること。
（2）「身分証明書」の提示

入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」を
提示するものとする。

①「本学教職員」‥‥「身分証明書」
※「入試実施本部関係教職員」は、「入試統一腕章」
を着用する。

②「研究のために特に入構を必要とする本学学生・研
究生」‥‥「学生証・研究生証」

③「特に入構を許可された者」‥‥「入試特別入構
証」

※「入試特別入構証」は、大学入試センター試験用及
び第２次学力試験（前期日程）用の２種類とする。

4．試験場区域への入・出構は、次によるものとする。

（1）本郷区域

①「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とす
る本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された
者」
正門、赤門、弥生門及び薬学部角・理学部1号館

と化学館裏の間・第二食堂前ゲートは入・出構可能
とし、昨年度まで入・出構していた理学部化学館角
は封鎖する

②「受験者」
正門、弥生門及び薬学部角・理学部1号館と化学

館裏の間・第二食堂前ゲート
ただし、大学入試センター試験にあっては、第二

食堂前ゲートは使用できない。
なお、赤門からの入構は、正門の混雑時及び雨

天・降雪時に限り中央実施本部の判断により使用す
る。

（2）農学部区域

①「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とす
る本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された
者」
農正門及び南門

②「受験者」
農正門

（3）上記の各門及び臨時ゲート以外からの立ち入りを
禁止する。
なお、龍岡門及び池之端門は平常通りとする。

備　考

１．報道関係者等

「報道関係者等」は、腕章による識別ではなく、広
報委員長の発行する「入試特別入構証」により入構を
認める。
なお、報道関係者等への対応は広報委員会を通じて

行う。
2．その他

（１）試験場区域への車両による入・出構は、原則とし
て認めないが、やむを得ない事由のある者の入・出
構は、薬学部角ゲート・第二食堂前ゲート及び弥生
門・農正門とする。

お知らせ
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但し、オートバイについては、エンジンを切った
場合のみ入・出構を認める。

（２）附属病院の業務は平常通りとなっており、附属病
院の業務に関連して、試験場区域に入構する必要が
ある場合には、「教職員」については「身分証明書」、
「学生・研究生」については「学生証・研究生証」、
「その他の者」については「入試特別入構証」を必ず
提示すること。

Ⅱ　平成18年度第2次学力試験（後期日程）の実施に

伴う入館制限等の臨時措置（本郷構内）について

第２次学力試験後期日程（平成18年３月13日（月）・
14日（火））の実施のため、次のとおり入館制限等の臨
時措置をとることとする。
1．授業の休止

第２次学力試験（後期日程）
平成18年３月10日（金）‥‥
試験場準備のため、試験に使用する教室について、
原則として午後の授業は休止する。

平成18年３月13日（月）｝‥‥平成18年３月14日（火）
試験当日のため、授業は休止する。

2．試験場

法文１・２号館、経済学部（経済学研究科棟）、工
学部５・８・14号館及び山上会館

3．入館制限等

試験当日は、試験場を設定した当該建物への「受験
者」及び「入試関係教職員」以外の立ち入りは原則と
して禁止する。

4．試験場への入館

「受験者」及び「入試関係教職員」の出入口につい
ては、各建物の指定された場所とする。

備　考

1．報道関係者

報道関係者の入館及び構内での取材については、広
報委員会を通じて行う。

Ⅲ　平成18年度第２次学力試験合格発表（前期日程）

の実施に伴う車両通行規制の臨時措置（本郷関係）に

ついて

平成18年度の第２次学力試験　前期日程合格発表（平
成18年３月10日（金））の際、受験者等の安全確保のた
め、次のとおり通行規制の臨時措置をとることとする。
1．規制区域

医学部本館前ロータリー～赤門～正門
2．規制時間

11:00～15:00

3．規制車両

自動車及びオートバイ（合格発表関係車両を除く）
4．注意事項

上記２の規制時間帯以外でも、車両での通行の際は、
受験者等の安全確保を第一に考え、通行すること。

学生部

平成18年度入試に伴う臨時措置
（駒場関係）について

平成18年度の大学入試センター試験（平成18年１月21

日（土）・22日（日））及び第２次学力試験前期日程（平成
18年２月25日（土）・26日（日））の実施のため、次のとお
り入構制限等の臨時措置をとることとする。
1．授業の休止

（1）大学入試センター試験関係

平成18年１月20日（金）････試験場準備のため、
原則として午後の授業は休止する。

（2）第２次学力試験（前期日程）関係

駒場キャンパスにおける授業ならびに学期末試験
は終了しているので、この措置はとらない。

2．試験場区域

試験場区域を別紙のとおり設定する。入試当日は
黄・黒のロープによって、その境界を明示する。

3．入構制限等

（1）入構許可

試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究のた
めに特に入構を必要とする本学学生・研究生」及
び「特に入構を許可された者」は試験場区域へ入
構できるが、その他の者の入構は禁止する。
なお、試験場区域においては、試験の妨げにな

らないよう静粛にすること。
（2）「身分証明書」の提示

入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」
を提示するものとする。

①「本学教職員」････「身分証明書」
②「研究のために特に入構を必要とする本学学生･研
究生」････「学生証・研究生証」
③「特に入構を許可された者」････「入試特別入構
証」

（3）受験生の入・退構は、大学入試センター試験及び
第２次学力試験（前期日程）とも、正門のみとする。

（4）入試当日、北門（野球場門）・西門は閉鎖する。
裏門・炊事門・梅林門・坂下門横は閉鎖しないが、学
部関係者以外の者の通行を禁止する。

掲 示 板

お知らせ



備　考

1．報道関係者等

報道関係者等は、腕章による識別ではなく、本学広
報委員会の発行する「入試特別入構証」を所持する者
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のみ入構を認める（報道関係者の取り扱いは、本学広
報委員会を通じて行う。）。

2．その他

入試当日、車輌の入構は原則として禁止する。

学生部

年末年始の体育施設の受付業務

各体育施設の窓口受付業務は12月28日（水）から１月４日（水）まで休止します。これに伴い、体育施設の使用及び
受付は下表のとおり行います。

体育施設名 使用休止期間
予　約　受　付

対象期間 受付開始日
二食横テニスコート 12月28日（水）～１月４日（水） １月10日（火）

１月５日（木）
※１ ～１月13日（金）

農学部グラウンド １月６日（金）

検見川総合運動場 12月28日（水）～１月４日（水）
学内者　12月19日（月）
学外者　１月５日（木）

保健体育寮 12月28日（水）～１月５日（木）
１月５日（木）

二食地下プール 12月23日（金）～１月４日（水） ２月分
御殿下記念館

12月28日（水）～１月４日（水）
運動部

※２ Ａクラブ優先予約　　12月１日（木）
御殿下グラウンド Ｂクラブ第１順予約　１月１日（日）

※３ フリー予約　　　　　　１月６日（金）
※１　１月５日（木）～１月６日（金）分の予約日は12月21日（水）となります。
※２　12月27日（火）は館内清掃を行うため、15時に閉館となります。
※３　年末年始の鍵の貸し借りは警備室で行います。なお、同期間は専有予約以外の方の利用はできません。

問い合わせ先：学生部学生課体育チーム（内線22509～22511）

お知らせ
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総務部

広報センター年末年始休館日のお知らせ

広報センターは下記のとおり休館させていただきま
す。

平成17年12月28日（水）～平成18年1月4日（水）
（１月5日（木）10時より開館いたします｡）

研究協力部

平成18年度東京大学基金による長期派遣経
費助成の募集について

標記募集については、平成15年度助成分をもって一旦
終了していたところですが、その後の学内での調整の結
果、下記要項のとおり平成18年度助成分の募集を再開す
ることとなりました。ついては、応募を希望する場合は、
提出期限までに所属部局を通じ、研究協力部国際課まで
必要書類を提出願います。
なお、申請手続き等詳細につきましては、各部局担当

係へお問い合わせください。また、申請書類は次のＵＲ
Ｌにてダウンロードできます。
http://www.u-tokyo.ac.jp/res02/d03_05_01_j.html

平成18年度　東京大学基金による
長期派遣経費助成募集要項

1．趣　旨

本学の教員が、海外の優れた大学等学術研究機関に
おいて一定期間研究を行うことにより、独創的・先端
的学術研究の推進に資するとともに学術研究の進展に
寄与することを目的とし、教員の長期派遣に際し、必
要となる経費の一部を東京大学基金から助成するもの
である。

2．申請資格

本学の教授、助教授、講師及び助手
なお、東京大学学術研究奨励資金による長期派遣経

費助成事業（平成14年度及び15年度に実施）、並びに
文部科学省及び日本学術振興会の同種の事業（例えば
文部科学省の「在外研究員」や日本学術振興会の「海
外特別研究員」など）により、過去10年間に継続して

２ヶ月以上海外に派遣されたことのある者を除く。

3．期　間

平成18年４月１日から平成19年３月31日までの期間
に出発するもので、原則として２ヶ月以上６ヶ月以内
とする。

4．助成経費及び助成件数

派遣旅費を助成する。助成金額は１件当たり、200

万円程度を限度とし、助成件数は３～４件程度を予定
している。
※派遣旅費：本学から訪問先研究機関までの最も経済
的な通常の経路及び方法による旅行に必要な往復航
空運賃（エコノミークラスのディスカウント運賃）、
鉄道等往復運賃（本学から最寄りの空港までとす
る）、日本国内空港施設使用料、滞在費（東京大学
旅費規程による日当、宿泊料）とする。

5．申請手続

別紙様式１－１、１－２及び１－３により、所属部
局長を通じて総長あて提出すること。なお、各部局内
においての提出期限については、各部局事務担当に問
い合わせること。
部局長においては、提出書類を取りまとめの上、平

成18年１月13日（金）までに総長あて提出すること。
なお、申請が複数の場合は、順位を付した上で提出

のこと（様式任意）。

6．選考及び採否の通知

選考は「東京大学国際交流委員会」の「東京大学基
金による国際交流助成専門委員会」が行い、採否の決
定は平成18年３月上旬までに所属部局長あて通知す
る。

7．報告書の提出

別紙様式２により、渡航の終了後、速やかに所属部
局長を通じて総長あて提出すること。

8．申請書等の送付先

研究協力部国際課研究活動支援チーム

9．備　考

文部科学省及び日本学術振興会の同種の事業に申請
中の者の本事業への申請は可能であるが、本事業の採
択決定後、上記同種の事業で申請が採択され助成を受
けることとなった場合は、本事業の採択辞退届（様式
任意）を速やかに所属部局長を通じて総長あて提出す
ること。

掲 示 板

お知らせ

募集
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大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第488(12月７日)号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、生協書籍部、保健センター駒場支所で
無料配布しています。バックナンバーもあります。
第488（12月７日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

寺杣友秀：数学の予想―リーマン予想
瀬地山角：ご利用は計画的に

東大駒場地区保育所からのお知らせ
村田　滋：〈学び方〉新シリーズ　化学の学び方

大学の化学に戸惑いを感じる皆さんへ
甚野尚志：〈学び方〉新シリーズ　歴史学の学び方

現在を生きる知恵
鍾　　非：不平等を考える
井坂理穂：第七回東アジア四大学フォーラム・ソウル会

議を終えて
渡會公治：青山先生追悼

〈本の棚〉
岡山　裕：石田勇治著『シリーズ・ドイツ現代史Ⅰ

20世紀ドイツ史』 ドイツをまとめる

〈時に沿って〉
高山茂晴：初めての駒場

生産技術研究所

生産技術研究所における学術講演会「科学技
術が創る未来社会」の開催

本研究所では、毎年、学術講演会とよばれる討論会を
開催し、工学研究・教育のあり方について議論を重ねて
います。本年は「科学技術が創る未来社会」というテー
マで科学技術が未来社会に果たす役割について議論して
いきたいと考えています。

●日時：平成18年１月13日（金） 13:00～17:10

●場所：駒場リサーチキャンパス　生産技術研究所

総合研究実験棟（Ａｎ棟）２階　
コンベンションホール
東京都目黒区駒場４－６－１

●講演会の趣旨：

20世紀は、めざましい科学技術の発展によって人類の
生活は著しく豊かになりました。しかしながら、水や資
源の不足、地球温暖化などさまざまな問題が宿題として
21世紀に積み残され、その解決には更なる科学技術の発
展が不可欠となっています。また、日本に目を移せば、
少子高齢化や国際競争力の低下、社会不安の増大といっ
た難題が山積しています。私たちの子孫が21世紀そして
その後を、健康で豊かに、安全に暮らせるようにするた
めにはどのような技術開発を行えばよいのでしょうか。
「科学技術創造立国」を国是とする日本は既に科学技術
分野における世界のトップランナーの一員となってお
り、日本の研究者は自らの手で諸問題を解決する道を探
り当てなければなりません。本講演会では科学技術が未
来社会に果たす役割を議論し、理解を深めていきたいと
思います。

●講演会プログラム：

13:00～13:10

開会の挨拶
生産技術研究所所長　前田正史

13:10～13:45

「科学技術側の課題、市民の課題、それを支える人材」
東京工業大学原子炉工学研究所教授・
日本経済新聞社論説委員　鳥井弘之

13:45～14:20

「第３期科学技術基本計画と日本の未来」
東北大学名誉教授・総合科学技術会議有識者議員　
阿部博之

14:20～14:55

「これからの社会における科学技術のあり方」
工学系研究科教授・日本学術会議副会長　
大垣眞一郎

14:55～15:30

「未来社会に向けた工学の新展開～エレクトロニクス
を中心にして～」
先端科学技術研究センター教授　荒川泰彦

15:30～15:50 休憩
15:50～16:25

「未来社会へのストーリーを作るために」
生産技術研究所副所長　浦環

16:25～17:00

総合討論　「科学技術と未来」
17:00～17:10

お知らせ

お知らせ
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掲 示 板

閉会の辞
生産技術研究所所長　前田正史

●定員：200名
●受講料：無料
●参加方法：事前の申込みは必要ありません。

●連絡先：生産技術研究所　総務課広報企画係
TEL 03-5452-6017、6018 FAX 03-5452-6073

http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

生産技術研究所

生産技術研究所「産学連携フォーラム2006」
開催

本所において、毎年産業界への発信の場として産学連
携フォーラムを開催しています。
平成17年度は次のとおり開催しますので、皆様のご来

場をお待ちしています。

●開催日：平成18年２月３日（金）
●開催場所：東京大学駒場リサーチキャンパス

駒場コンベンションホール
【Ａｎ棟（総合研究実験棟）２階】

●プログラム

○講演会

13:30～14:00

「先端科学技術分野における研究開発と産官学連携
への取組」
文部科学省研究振興局振興企画課長
村田　貴司

14:00～14:30

「経済社会の発展に向けた産業界と大学の連携の促
進に向けて」
経済産業省産業技術環境局大学連携課長
中西　宏典

14:30～15:00

「生産技術研究所における産学連携の60年」
生産技術研究所長　　前田　正史

休　憩
15:20～15:40

「産学連携を拡大する：最新のＣＣＲ活動報告」
国際・産学共同研究センター長／
生産技術研究所教授　　横井　秀俊

15:40～16:00

「文部科学省リーディングプロジェクトe-society：
先進ストレージ技術およびＷＥＢ解析技術」産学
連携報告
生産技術研究所教授　　喜連川　優

16:00～16:20

「革新的シミュレーションソフトウェアの研究開発」
プロジェクト～先端的シミュレーションソフトウ
ェアの研究と産学連携による普及の推進～　
生産技術研究所教授　　加藤　千幸

16:20～16:50

「総合商社のＲ＆Ｄ（＋Ｃ）戦略について　～ナノ
テクを例として～」
三菱商事株式会社　イノベーションセンター技術
担当部長　　中澤　輝幸

○ポスターセッション
17:00～18:00 生研学術成果パネル発表

○懇談会
17:00～　

●申込方法：

参加される場合は、事前登録が必要です。財団法人
生産技術研究奨励会が受付事務を代行いたします。氏
名、会社名、所属等所定の事項を記載の上、ＦＡＸま
たは電子メールにてお申込み下さい。（平成18年１月
27日（金）締切り）
詳細は、次のＵＲＬをご覧下さい。

http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/

●申 込 先：

財団法人生産技術研究奨励会産学連携支援室
ＦＡＸ：03-5452-6096

E-mail：fpistlo1@iis.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館

『アフリカの骨、縄文の骨－遥かラミダスを
望む』展のお知らせ

平成17年11月26日（土）から平成18年4月16日（日）
（予定）まで、総合研究博物館新館では開館10周年記念
特別展示『アフリカの骨、縄文の骨－遥かラミダスを望
む』展を開催します。また旧館では特別展示
『「Systema naturae」－標本は語る－』展を、２Ｆ展示
ルームでは『重井陸夫博士コレクション　ウニの分類学』
展を引き続き開催しています。

私たちヒトはどのような進化を経て現代に至ったの

シンポジウム・講演会

お知らせ



「噴水」のコーナーにご意見を！！

「学内広報」には、みなさんから投書を寄せてい
ただくコーナーとして「噴水」が設けられていま
す。
本学における教育・研究活動等に関する意見等を

お寄せください。広報委員会が適当とするものを、
適宜、掲載します。
［原稿の送付先］
東京大学総務部広報課
MAIL：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

［お問い合わせ］
TEL：03-3811-3393 内線：22031、82032
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か。人類がたどってきた進化の道筋を実証する化石骨や
古人骨資料は、フィールドワークを通じて創成され、博
物館現場を中心にその科学的解釈がなされます。本展で
は、440万年前のラミダス猿人レプリカ標本（エチオピ
ア国外では世界初公開）や16万年前の最古級のホモ・サ
ピエンスなど、アフリカにおけるフィールドワークの成
果と本館における研究とキュラトリアルワークの現場を
融合的に展示紹介します。

『アフリカの骨、縄文の骨－遥かラミダスを望む』展
『「Systema naturae」-標本は語る-』展
『重井陸夫博士コレクション　ウニの分類学』展
●会期：平成17年11月26日（土）～

平成18年４月16日（日）（予定）
●休館日：
毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し翌日休館）
平成17年12月26日（月）～平成18年１月６日（金）、
１月21日（土）、１月22日（日）、２月25日（土）、
２月26日（日）

●開館時間：10:00～17:00（入館は16:30まで）
●会場：総合研究博物館
●入場料：無料
●問い合わせ：ハローダイヤル　03-5777-8600

●ＵＲＬ：http://www.um.u-tokyo.ac.jp

情報基盤センター

データベース定期講習会のお知らせ

情報基盤センター図書館電子化部門では、下記のとお
りデータベース定期講習会を実施します。
本学にご所属であればどなたでも参加できます。どう

ぞお気軽にご参加ください。
また、外国人講師による英語編も好評実施中です。１

月の英語編は、Web of Science Courseです。留学生の
方のご参加をお待ちしております。

●会場 総合図書館１階　講習会コーナー
●定員 12名（先着順。予約不要です。会場に直接お越

しください。）
●各コースの内容

＜30分コース＞

目的ごとにどんなデータベースがあるかを知りたい
方、短時間で知識を得たい方には、こちらがおすすめ
です。

◆本をさがす編　　　　◆雑誌をさがす編
◆新聞をさがす編　　　◆統計をさがす編

＜60分コース＞

特定のデータベースについての解説や、検索実習が中
心の講習を受けたい方には、こちらがおすすめです。
◆OPAC入門編　　　　　◆FELIX編
◆Web of Science編　　◆電子ジャーナル編

●問い合わせ先 学術情報リテラシー係（２２６４９）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●１月の定期講習会スケジュール

お知らせ

月 火 水 木 金
１/9 １/10 １/11 １/12 １/13

15:00-15:30 11:00-12:00

本をさがす OPAC

編 入門編
１/16 1/17 1/18 １/19 １/20

17:00-17:30 15:00-16:00

雑誌を 電子ジャー
さがす編 ナル編

１/23 １/24 １/25 １/26 １/27
11:00-11:30 17:00-18:00

統計を Web of 

さがす編 Science編
13:15-14:15

Web of  

Science

[ English

session ]

１/30 １/31
17:00-18:00

FELIX編

２月・３月のスケジュール、その他の詳細は、講習会ホ
ームページをご覧ください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html



22 No.1326   2005. 12. 14

ボランティアによる三四郎池環境整備を
実施

11月20日（日）、プロジェクトＫボランティアチ
ームが企画した三四郎池環境整備が行われました。
日曜日の早朝にも関わらず、教職員とその家族、周
辺の住民の方など子供から高齢者まで26名の方が集
まりました。
参加者は９時30分に経済学研究科棟に集合、注意

事項などの説明を受けたのち、３グループに分かれ
て活動を行いました。三四郎池は樹木が多く大量の
落ち葉が落
ちており、
１時間ほど
の清掃でゴ
ミ袋65袋分
の落ち葉が
集まりまし
た。またゴ
ミも多く捨
てられてお
り、ストローなどのプラスチックゴミや空き缶・ビ
ン・ペットボトルや傘などもみられました。
終了後は記念写真を撮影した後、豚汁がふるまわ

れ、なごやかな雰囲気で親睦会が行われました。豚
汁は農学
部附属農
場から提
供してい
ただいた
里芋や大
根を使用
し、農学
部の関係
者の方が
作ってく

ださいました。
清々しい秋晴れの中、教職員・周辺の住民の方な

ど様々な方が参加し、交流をすることができました。
参加者からは「楽しかった」「いい運動になった」
「またぜひ参加したい」などの声が聞かれました。
また12日（土）の活動予定が雨天のため順延され、
残念ながら本郷第六中学校の生徒さん及び保護者の
方15名が試験のために不参加となってしまいました
が、保護者の方が参加してくださいました。

（プロジェクトＫ－９　ボランティアチーム）

※　プロジェクトＫとは
本部の若手職員を中心に、既存の部課組織では取

り組みにくいサービスを実施するというプロジェク
ト。ボランティアチームでは、教職員、学生、周辺
の地域の方とのネットワーク作りに役立てたいとし
て試験的に環境整備を実施しました。
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
東京大学環境安全研究センター
03-5841-2972
http://www.esc.u-tokyo.ac.jp/etc/sympoH17.htm
lsympo@esc.u-tokyo.ac.jp

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/
池本幸生　03-5841-5877

東洋文化研究所
http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

生産技術研究所　総務課広報企画係
TEL 03-5452-6017、6018 FAX 03-5452-6073
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

愛知演習林
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/aichi/sympo2006.html

ものづくり経営研究センター
03-5841-2272
http://www.ut-mmrc.jp/topics/yose.html
教養学部社会連携委員会「公開講座」担当係
03-5454-6637
http://www.c.u-
tokyo.ac.jp/jpn/kyoyo/koukai2005winter.html

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

生産技術研究所　総務課広報企画係
TEL 03（5452）6017～8
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

安田講堂

東洋文化研究所３階大会議室

東洋文化研究所３階第２会議室

生産技術研究所
駒場リサーチキャンパス
総合研究実験棟（An棟）
２階コンベンションホール

瀬戸蔵２階つばきホール（１月
28日）東京大学愛知演習林赤津
宿泊施設講義室（１月29日）

三菱ビルコンファレンススクエ
アエムプラス
（東京駅丸の内南口）

教養学部11号館２階1106教室

総合研究博物館本館

生産技術研究所
駒場リサーチキャンパス
総合研究実験棟（An棟）
３階大会議室

総合研究博物館本館

12月26日（月）
13:00～

12月26日（月）
15:00～

１月12日（木）
14:00～

１月13日（金）
13:00～

１月28日（土）
29日（日）

10月～３月

10月14日（金）～
２月10日（金）

10月15日（土）～
４月16日（日）

11月25日（金）～
１月27日（金）
各金曜日18:00～

11月26日（土）～
４月16日（日）

第15回環境安全研究センターシンポジウム
「テクノロジー社会における安全の探求と創造」

第114回東文研セミナー
「哲学からみたセン－＜権利目的説＞と＜厚生判断の
情報的基礎＞―」

第115回東文研セミナー
合評会　松井健『柳宗悦と民藝の現在』

生産技術研究所学術講演会「科学技術が創る未来社会」
※19ページ参照

第2回　愛知演習林シンポジウム－緑のダム研究の最
前線と市民・行政・研究者の協働－※1322号参照

21世紀COE ものづくり経営研究センター
「ものづくり寄席」

公開講座
「高校生のための金曜特別講座」（冬学期）
※1319号参照

「重井陸夫博士コレクション　ウニの分類学」展

第32回生研イブニングセミナー
「環境に優しく、安心・安全で、快適な交通の未来に
向けて」

特別展示『アフリカの骨、縄文の骨―遥かラミダスを
臨む』展
※21ページ参照

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

人事異動（教員）

発令年月日 氏名 異動内容 旧（現）職等

（退　　職）

17.11.30 高橋　悟 辞　職 大学院医学系研究科助教授

17.11.16 COLLARD 平成17年11月15日限り 生産技術研究所附属マイクロメカトロニクス国

DOMINIQUE 任期満了退職 際研究センター教授

（採　　用）

17.12.1 土屋健介 生産技術研究所助教授 大学院工学系研究科研究拠点形成特任教員（特

任助手）

〃 稲葉　敦 人工物工学研究センター教授 独立行政法人産業技術総合研究所主任研究員

（出向）

（昇　　任）

17.11.16 清水　明 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科助教授

17.12.1 渡邉正男 史料編纂所助教授 史料編纂所助手

〃 箱石　大 史料編纂所助教授 史料編纂所助手

事 務 連 絡

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。



Scheinのよしあし

ドイツ語にはScheinという言葉があります。

例えばドイツの大学で授業を受けるときには学

期末の成績表などがなくて、その代わりに先生

から直接Scheinを貰います。授業参加と成績の

証明書です。ほかに授業参加の記録などは残り

ませんので、Scheinを大事に保管して、卒業試

験などを受ける前にそれを見せて、卒業する条

件を満たしている事を証明しま

す。だから当然ですが、学生は

それを貰うためにがんばって、

良い成績のScheinを貰ったとき

には満足です。

しかし、本来ならばあまり目

指すものではありません。

ScheinはSein（存在）の対照概

念とされ、実際の存在に対して

「現れる様子」を意味します。原義から言えば、

Scheinは光によって伝わるもの、またその光を

指しています。Scheinは外観で、Seinは中身で

す。紙幣もScheinといいますが、それは金属と

して本当の価値を持っている貨幣（かね）に対

して「価値を見せる」だけのものだからです。

なにかの「ふりをする」という事も zum

Schein tun（Scheinのためにする）といいます。

Scheinを目指して勉強する学生は本当の勉強を

するというより勉強のふりをしているのだと言

えます。本格的に勉強する人ももちろんSchein

を貰いますが、目指すのは勉強で、Scheinでは

ありません。

事実、Scheinを持てば（ほとんど）なんでも

買えてしまいます。ですから人々はScheinだけ

を求めて、そのScheinの裏にある本当の価値の

有無を気にしていません。例えば勉強のふりを

するだけでScheinを貰ったら、得したと思うの

です。Scheinを安く買った、という「得感」で

す。

しかしこれで得したことになるでしょうか。

勉強のふりをすることによってつ

ぶされた時間は自分の人生の大事

な時間です。ただ紙一枚を貰うた

めにその人生の大事な時間を捨て

たことになります。逆に世界万物

の理解と自分自身の発展をまじめ

に目指してきちんと勉強すれば時

間のロスは一つもない。もしかり

に自分の目指している事と先生の

期待している事に食い違いがあって、Scheinを

得られなくても、自分のためになったものが残

って、損したとは言えません。

Scheinを気にせず、一所懸命Seinを目指す人

は結局成功するのだ、と私は信じています。

Scheinばかりを重要視している今日の世界の中

では困難かもしれませんが、東大の学生だから

こそ、自信をもってこの道を歩けるのではない

でしょうか。

Gottschewski Hermann（大学院総合文化研究科）

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前
に広報委員会の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報委員
会までお送りください。なお、記事についての問い合わせ及
び意見の申し入れは、総務部広報課を通じて行ってください。

No. 1326 2005年12月14日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課　1 03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/index_ j.html
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